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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成20年10月9日(2008.10.9)

【公開番号】特開2002-198008(P2002-198008A)
【公開日】平成14年7月12日(2002.7.12)
【出願番号】特願2001-259091(P2001-259091)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  61/44     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  61/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ  61/44    　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｊ  61/44    　　　Ｎ
   Ｈ０１Ｊ  61/40    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月21日(2008.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】 ガラス外囲器（１２）と、放電を発生させる手段（１８）と、前記外囲器
の内部に密封された水銀及び不活性ガスから成る放電維持充填物質（２２）と、前記ガラ
ス外囲器の内面を被覆する蛍光体含有層（１４）とを具備し、前記蛍光体含有層（１４）
における蛍光体の配合物は、６１０nmから６４０nmの最大放出帯域を有し且つ１０nmから
１００nmの半値幅を有する第１の蛍光体を４０から８０重量％、６２０nmから６６０nmの
最大放出帯域を有し且つ１nmから３０nmの半値幅を有する第２の蛍光体を０から２０重量
％、４６０nmから５１５nmの最大放出帯域を有し且つ５０nmから１２０nmの半値幅を有す
る第３の蛍光体を８から５０重量％、５３０nmから５６０nmの最大放出帯域を有し且つ２
nmから１３０nmの半値幅を有する第４の蛍光体を０から１０重量％含む水銀蒸気放電ラン
プ（１０）。
【請求項２】 前記第１の蛍光体は(Gd,Ce)MgB5O10:Mn

2+及び(Sr,Mg,Ca)3(PO4)2:Sn
2+から

成る群から選択される請求項１記載の水銀蒸気放電ランプ（１０）。
【請求項３】 前記第２の蛍光体はY2O3S:Eu

3+、YVO4:Eu
3+及び3(MgO).(GeO2).(MgF2):Mn

2

+から成る群から選択される請求項１記載の水銀蒸気放電ランプ。
【請求項４】 前記第３の蛍光体はCa5(PO4)3F:Sb

3+及び(Ba,Ca)5(PO4)3Cl:Eu
2+から成る

群から選択される請求項１記載の水銀蒸気放電ランプ（１０）。
【請求項５】 前記第４の蛍光体はZn2SiO4:Mn

2+、LaPO4:Ce
3+,Tb3+、(Gd,Ce)MgB5O10:Tb

3

+及びY3Al5O12:Ce
3+から成る群から選択される請求項１記載の水銀蒸気放電ランプ（１０

）。
【請求項６】 前記水銀蒸気放電ランプは、４００～４５０nmの範囲で発生される放射線
の１から６０％を除去する効果を有する手段を更に具備する請求項１記載の水銀蒸気放電
ランプ（１０）。
【請求項７】 前記除去する手段は前記蛍光体含有層（１４）に加えられる（蛍光体の総
重量に基づいて）０.２から３重量パーセントの顔料であり、前記顔料は４００nmから４
５０nmの波長を有する放射線を吸収することができる請求項６記載の水銀蒸気放電ランプ
（１０）。
【請求項８】 前記除去する手段は、チタン酸ニッケル及びジルコン酸プラセオジムから
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なる顔料群から選択された顔料を利用する請求項６又は７記載の水銀蒸気放電ランプ（１
０）。
【請求項９】 前記第１の蛍光体は５０から８０重量％の量で存在し且つ(Sr,Mg,Ca)3(PO4
)2:Sn

2+であり、前記第２の蛍光体は２から８重量％の量で存在し且つ3(MgO).(GeO2).(Mg
F2):Mn

2+であり、前記第３の蛍光体は８から２３重量％の量で存在し且つ(Ba,Ca)5(PO4)3
Cl:Eu2+である請求項１記載の水銀蒸気放電ランプ（１０）。
【請求項１０】 前記水銀蒸気放電ランプ（１０）は９６を超えるRa値と、２７００Kから
６６００Kの色温度を有する請求項１記載の水銀蒸気放電ランプ（１０）。
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